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司会   では討論をはじめてください。 

復旦Ａ  慶応側の発表の中で行われた

「中国は国際的なルールに従うべきだ」との

提言について質問します。今年の四月に日本

はねぎなどの（中国からの輸入品に）セーフ

ガードを発動しました。このセーフガードの

発動によって、中日両国の貿易戦争が起こり

ました。このような貿易戦争は国際的なルー

ルに反するものではないでしょうか？ 

慶応（董） 日本政府の発動したセーフガ

ードは国際的なルールに則ったものです。そ

れはＷＴＯおよびＧＡＴＴの中で定められた

ルールです。日本政府は中国との「貿易戦争」

を起こすためにセーフガードを発動したので

はありません。あくまで、国内産業の保護の

ために発動したのです。 

慶応（真鍋） いま慶応の董さんからされた

返答が、日本政府の公式見解です。ただ、実

を言いますと、今回のセーフガードの発動は、

日本国内においても一般的には非常に評判の

悪い政策です。例えば、中国からネギを安く

輸入しようとしているのは、日本の流通業者

です。従って、今回のセーフガードの発動に

よって、日本の流通業者や、国内の高いネギ

を買わなければならなくなった日本の消費者

も被害者となっています。ですから、日本国

内でも人気のない政策なのです。しかし、日

本国内のネギの生産者などからの政治的な働

きかけが日本政府にあったために、今回、こ

のような政策が取られたのだと思います。私

の個人的な意見では、今回の政策は誤りであ

ったと思います。 

慶応（宮本） 私は二つ質問があります。復旦

側の発表の前半で日本の企業と比較してドイ

ツのワーゲンとアメリカのＧＭをあげられま

した。ワーゲンとＧＭは、中国国内での現地

化を進めたことによって、実際にはどれくら

いの実績をあげたのでしょうか？ 

復旦（鄒） 私たちの発表の中には、ドイツ

のワーゲンが日本支社の自動車生産部品のう

ち、70％の現地化を達成したということが書

いてあります。アメリカのＧＭについても、

多くのデータを集めることができましたが、

残念ながら字数の関係上、論文の中に含める

ことはできませんでした。ＧＭの上海支社が

生産する乗用車の現地化率も上昇しています。

約 40％以上です。 

慶応（宮本） 私が質問した内容は、ドイツの

自動車会社が自動車生産をどのくらい中国国

内の工場に移したかではなく、そうした現地

化によって、どれくらいの利益をあげたかと

いうことです。 

復旦（鄒） レジュメの７ページを観て下

さい。3 段目のところに、書いてありますが、

私は「現地化」というのは、ドイツのワーゲ

ンやアメリカのＧＭが行っているように、企

業設備や職員を中国国内で調達するというこ

とだと思います。これによって、生産コスト

の圧縮や、その他にもより適切な中国市場で

のマーケティングができるといったメリット

があります。私が協調したいことは、ドイツ

のワーゲンやアメリカのＧＭの中国市場で、

日本のトヨタや日産よりも大きなシェアを占

めているということです。このような現状は、

私が指摘したように、日本企業が中国国内で

の現地化を進めていないからだと思います。 

慶応（宮本） 私のもう一つの質問は、復旦側

が発表の中で、日中関係が目指すべき事例と

して、アメリカとメキシコの自由貿易協定を

あげられたことについてです。具体的には、
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アメリカとメキシコの自由貿易協定の、どの

ような部分を日中は参考にすべきだとお考え

ですか？ 

復旦（鄒） 最初に、手元のさまざまなデー

タを論文中に掲載できなかったことをお許し

いただきたいと思います。私が申し上げたか

ったのは、アメリカとメキシコとの間の貿易

関係は、日本と中国との貿易関係よりも、よ

り親密なものであるという点です。そのよう

な高いレベルでの協力関係のために、アメリ

カとメキシコとの間で相互に市場が開かれ、

より透明な貿易関係を築き上げています。お

互いの交流をさらに密接にできるということ

です。当初、この協定はアメリカが先進国で

あり、メキシコは発展途上国であるために、

アメリカの国民にはアメリカの側にはあまり

利益が無いと見られていました。ところが実

際には、両国の貿易額は年々上昇し、お互い

に利益をあげてきていることが指摘できます。

また、注意しなくてはならないことは、アメ

リカとメキシコとの関係と日中両国との関係

には、相違点も存在するということです。し

かし、私はアメリカとメキシコとの関係は、

日中関係を考える上で参考にできる点もある

と考えています。私は、日中両国はより高い

レベルでの協力関係を築くことができると思

います。それは、相互利益を追求することに

よってはじめて可能になることです。ご質問

ありがとうございました。 

復旦Ｂ  私も少し付け足しをしたいと

思います。現地化のメリットに関する最初の

質問についてです。私の考える、「現地化」の

最大のメリットは、中国政府の支持が得られ

るようになるということです。この点は、対

中投資においてはとても重要なことです。外

国の企業が現地化を進めることによって、新

聞などのメディアを通した製品の広告活動を

行い易くなります。二番目のメリットは、復

旦の A さんも述べた通り、コストの削減がで

きるということです。この点について、少し

私の経験談をお話したいと思います。私は日

本企業で半年間アルバイトしたことがありま

す。その経験から、私は日本の会社の中国で

の現地化はあまり望ましくないと考えるよう

になりました。何故なら、日本の会社の場合、

日本、本国から多くの駐在員を派遣してくる

からです。この駐在員たちのために、彼らが

必要とする設備などもすべて日本から送られ

てきます。たとえば、宿舎、生活用品、交通

手段、子供の教育のための日本社会そのもの

も一緒に送られてくるわけです。この結果、

私は上海に「小さな日本社会」が出現したと

感じました。このような設備移転によって、

日本の会社には非常に高いコストがかかりま

す。また、日本人駐在員たちが本当の意味で

の現地化をすることも難しくなっています。

さらに、現地の中国人職員たちと日本から来

た駐在員たちとの関係もあまり上手くいかな

くなっています。このような問題は、欧米諸

国の企業ではあまり見られない事です。実を

いえば、復旦大学の卒業生はあまり日本企業

に入りたいとは考えていません。それは、日

本の企業が本当の意味での現地化を進めてい

ないからです。私の個人的な見方では、日本

の企業の対中投資には、きちんとした戦略的

な考え方が欠けていると思います。 

司会   時間になりましたので、ここで

しばらく休憩時間を挟みたいと思います。 

―― 休憩 ―― 

司会   時間になりました。それでは、

討論の後半をはじめてください。 

復旦Ｃ  中国のＷＴＯ加盟について慶

応側の学生の意見をお聞かせ下さい。一つ目

は、ＷＴＯに中国が加盟する資格があるかど

うかについてです。中国が先進国あるいは発

展途上国としてＷＴＯに加盟するということ

です。二つ目は、世界の予測についてです。

世界各国は中国のＷＴＯ加盟について、どの

ような結果になると考えているのでしょう

か？三つ目は、世界への影響についてです。
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世界の経済構造の改革と貿易戦争です。世界

経済の中に中国のような巨体を受け入れるの

かどうか。四つ目は、政策規制や産業への影

響および収入制限など中国社会への影響です。

五つ目は、国際関係への影響です。例えば日

中関係への影響です。国家政府と市場と社会

という三つの観点からお答え下さい。私は中

国のＷＴＯ加盟にあたって、三つ点を指摘し

たいと思います。最初は、日中両国は経済協

力の利点を放棄すべきではないということで

す。二番目は、日中経済の相互補完性を活か

すべきだということです。特に世界経済のグ

ローバル化と情報のボーダーレス化による影

響を軽んじてはならないということです。今

現在、日本は中国の第一位の貿易相手国であ

り、日本の対中投資額が、中国への投資総額

の中で第一位を占めています。日中両国には、

既に友好協力を進める環境があると思います。

アジア経済の発展は日中協力なくしては語れ

ない。アジア金融危機やユーロの誕生、北ア

メリカ大陸でのドル通用力などを考えれば、

日中両国の協力関係はもっと急速に発展しな

ければならないと思います。特に貿易投資と

企業の問題についての協力です。日本は EU

やアメリカを頼るべきではなくて、中国を貿

易パートナーとしてもっと重視すべきだと思

います。中国のＷＴＯ加盟は日中両国間の歴

史問題などの障壁を無くしたと言えるでしょ

う。中国のＷＴＯ加盟によって、日中両国の

間の貿易摩擦を減らす事になると思います。

例えば、もし日中両国の間で貿易摩擦が起こ

れば、ＷＴＯのルールに従う事によって解決

できるからです。また、中国のＷＴＯ加盟に

よって両国の社会的にもさまざまな影響があ

ると思います。日中両国は相互に協力すれば、

お互いの利益につながりますが、争い合えば、

相互に不利益を被ることになります。私は国

際社会が中国を助けるべきだと思います。こ

れは態度の問題です。戦後アメリカは西欧諸

国の復興を支援しました。中国のような人工

大国で短期間の利益を求めて多くの企業を作

り、また都合が悪くなればすぐに撤退して多

くの失業者を出すというようなことは、大変

大きな問題です。 

小島教授  すみませんが、もう少し短く話

してください。 

復旦Ｃ  最後に一つだけ言わせて下さ

い。欧米諸国は中国へ厳しい要求をするので

はなく、中国を助けるべきです。この点につ

いての日本側の意見をお聞かせ下さい。 

慶応（真鍋） どの点についてお答えすれば

良いかよくわかりませんが、中国のＷＴＯ加

盟について僕なりの意見を答えたいと思いま

す。さまざまな影響があると思いますが、一

つ指摘しておきたいことは、政府間で行われ

る「経済協力」と、企業が行う「経済活動」

とは別々のものだということです。企業は利

益に基づいて経済活動を行います。従って、

中国が魅力のある市場であれば、外国の企業

はそこへ進出しますが、そうでなければ進出

はしないということです。また、日本の企業

が中国での現地化を進めないために国際的な

競争力を失うとすれば、その企業は淘汰され

るということであります。私の理解では、中

国のＷＴＯへの加盟は、中国政府が自国の国

内市場の自由化を進めるという意志の現われ

だと思います。ということは、ますます中国

市場が自由競争の原理に従って動くようにな

るということだと思います。日本は現在、経

済の構造改革を進めていて生産性の低い業界

を淘汰しようとしています。これと同様の問

題がＷＴＯ加盟後の中国に起こるだろうと思

います。日本国内には政府による構造改革に

抵抗しようとする勢力もありますが、日本政

府はこれらの抵抗を排して改革を進めようと

しております。私が中国政府に期待すること

は、中国でも同じように構造改革を進めてい

くことです。 

復旦Ｄ  慶應の董さんの発表について

意見を述べたいと思います。発表の最後でＷ
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ＴＯに加盟する中国に対してさまざまな提言

をいただいてありがとうございます。特にＷ

ＴＯ加盟によって中国の多くの産業に影響が

及ぶことをご指摘いただきました。私は、Ｗ

ＴＯ加盟によって中国の国内産業が中国国内

の外資企業に影響を受けるだけではなく、中

国の国営企業が中国の私営企業からの衝撃を

受けるだろうと思います。今、中国では、私

営企業が共産党に入党できるようにとの改革

が行われています。このように、中国のＷＴ

Ｏ加盟に関して、私は、中国の産業がどのよ

うな影響を受けるかだけではなく、中国の政

治システムがどのように変わっていくのかも

考えなければならない問題だと思います。ま

た、産業への影響に関しては、特に農業に対

する影響を考えなければならないと思います。

中国の農業は、膨大な労働人口に対して耕地

面積が少なすぎるという問題に直面していま

す。特に近代的な農業生産技術が足りないと

思います。従って、ＷＴＯ加盟後の中国は大

量の余剰労働力の問題に苦しむかもしれませ

ん。中国のＷＴＯ加盟は、大量の出稼ぎ労働

者を生む問題につながる一方で、他方では農

業システムの変革につながるという性質も持

つと私は考えています。私のもう一つの論点

は、知的財産権の保護の問題です。しかし、

私はこの問題が改善の方向へ進んでいくとい

うことに自信をもっています。私の実家は中

国の南昌市ですが、そこには大きな市場があ

ります。そこでは専門的に海賊版の商品ばか

りが売られています。ＣＤ一枚がたったの３

元で買えます。私自身も消費者としてこの市

場へ行きました。そこで私が見てきたものは、

中国の知的財産権侵害の問題は、海外の製品

だけではなく、中国国内の製品にも影響を与

えているということです。最近になって、こ

の市場が閉鎖されるという話が出てきていま

す。今年の９月３０日からこの市場がなくな

ります。私はその市場のあるお店の人に「こ

れからは何を販売しますか？」と尋ねました。

彼の返事は「海賊版を止めて正式版のＣＤを

販売します」というものでした。 

復旦Ｃ  先ほどの方の質問に答えよう

と思います。先ほど、日本側の学生は、「中国

が市場自由化を希望している」と言いました。

私の答えとしては、現在中国の経済は、自由

化をしている最中であり、市場経済化は一歩

一歩進めていく必要がある、ということです。

日本の経済も、初期の段階では政府主導型の

経済政策を行っていました。このような経済

は東アジア型の経済と呼ばれましたが、これ

によって日本経済の高度成長をもたらされま

した。それなのになぜ、中国が高度経済成長

を達成する過程で、このような政府主導型の

経済政策を行うのを許さないのでしょう。つ

まり我々が言いたいのは、中国が市場経済を

目指すのは長期的な目標であり、早急に行う

必要はないということです。 

慶應Ａ   自由化についてですが、僕が中

国に来て、改めて感じたことがあります。そ

れは、中国の人はルールを守らない。ルール

をきっちり守ろうという習慣がない、という

ことです。例えば道路を歩いているときも、

自分の身は自分で守らないと頼れるものがな

いように感じられました。市場の自由化は、

その根底にルールがなければ、上手く機能す

ることはありません。ですから、中国の市場

経済化が成功するかどうかは、どのように法

を守る意識を育てていくかにかかってくると

思います。これについて意見をお願いします。 

復旦Ｅ  中国には自らの力で経済化を

進める予定があります。しかし、法の整備は

時間がかかる問題です。中国にとって、ＷＴ

Ｏに加盟することはコストが高いものです。

それにも関わらず加盟することは、中国が国

際ルールに近づこうと努力していることを意

味しています。そしてＷＴＯについては、中

国人は皆、加盟が眼前の問題であることを強

調しています。しかし、一番大きなチャレン

ジとは、中国政府が伝統的な経済モデルを変
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慶應Ｂ  中国側のおっしゃっているＷ

ＴＯに関する問題、また国際社会が何を求め

ているかですが、市場に魅力があることを決

めるのは基本的に企業であると思います。中

国が最初にすべきことは、魅力のある市場を

作ることであると思います。その一つとして、

知的所有権の問題があると思うのです。先ほ

ど陳霞さんがおっしゃっていたような、現地

法人化すると、政府に優遇されるというのは、

決して魅力のある市場作りではないと思いま

す。なぜなら、公平性が保たれていないから

です。政府の優遇により不利を被ってきた企

業もあるのではないでしょうか。 

えなければならないということなのです。中

国の伝統的な経済モデルとは、政府が主導で

経済に介入し、経済運営に参加している、と

いうことです。しかし、これからの中国政府

の役割は、参考資料にあるようなルールを作

り、それが円滑に行われるように監督を行う

ということです。個人的な意見としては、Ｗ

ＴＯ加盟後には、昔から参入している分野か

ら撤退し、新しく、かつ以前には足りない分

野に取り組むように構造改革を行わなければ

ならないでしょう。 

慶應（宮本） 先ほどの質問に答えたいと思

います。「政府主導のモデルを日本は採って

いたのに、なぜ中国が政府主導で経済政策を

行うのがいけないのか」ということですが、

確かに初期の日本では、政府主導で経済政策

を行いました。そして、それは必要なことだ

ったと思うのですが、ＧＡＴＴとＷＴＯでは、

少し事情が異なってくると思います。中国が

自らＷＴＯ参加の意思を示したことで、我々

は、早く自由化を進めるものであると受け止

めますし、そもそも早急に変えたいから、Ｗ

ＴＯに加盟することを決めたのではないでし

ょうか。であるならば、早く政府主導モデル

から変えるべきであると思います。 

復旦Ｂ  私は、そのような政府の支持が

あるからこそ、よりたくさんの投資が集まる

と思います。私の知る限りでは、日本でも通

産省がある特定の産業を支持しています。市

場経済の論理を言うと、政府は何もやらない

というわけではありません。マクロ調節を行

っています。今回のような日中貿易摩擦が、

生じた原因は、日本がこのような経済政策を

とった結果と言えます。 

慶應（真鍋） 次のような例があります。自動

車会社のトヨタは、以前中国から合弁の話が

ありましたが、当時のトヨタはその申し出を

断りました。そのため、現在トヨタが中国に

進出したいと思っても、中国政府の支持が得

られないため、販売権を獲得することができ

ません。トヨタは中国市場ではとても困難な

状況にいます。このような例からも、中国が

外資を導入していこうという面において問題

があると思います。 

復旦Ｇ  中国の国民は、日中両国の将来

に悲観的な態度を取っているように思います。

このような感情は、日中間の経済に影響して

おり、そこから事件などが生じています。以

前にも、日本の製品が品質の問題で回収され

たことがあります。回収されたときに、中国

市場の対応と欧米市場の対応は異なっていま

した。中国人民の感情は刺激されたのです。

復旦Ｆ  私自身の意見を述べたいと思

います。いわゆるＷＴＯのメンバーの国であ

っても、ＷＴＯのルールに合わせるには構造

上の問題が存在します。それは先進国におい

ても同様です。ただ、相対的に見て、先進国

のほうがＷＴＯのシステムに簡単に参加でき

る、ということです。それは２つの原因があ

ると思います。まず、先進国には長期の市場

経済の歴史があるという点です。また、ＷＴ

Ｏのルールは先進国が最初に決めたことであ

るという点です。ですから、発展途上国にと

ってＷＴＯに加盟することが困難を伴うこと

は、認識して欲しいと思います。中国はいわ

ゆる発展途上国と同じですから、ＷＴＯのル

ールに従うためには時間が必要なのです。 
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日中両国の信頼は、とても重要な問題だと思

います。中国側も反省すべきですが、日本側

も自分の反省をすべきなのではないでしょう

か。 

慶應Ｃ  日中両国の信頼関係も重要か

もしれませんが、より重要なのは中国市場が

予測可能性の高いものになることだと思いま

す。さらに、契約などで何か問題が生じたと

きに、果たして中国企業は国際ルールに従っ

て係争してくれるのでしょうか。もし国際ル

ールにしたがって係争を行うならば、どの国

の企業にとっても参加しやすくなるでしょう。

しかし、ここで政府が保護のために介入すれ

ば、国際市場における例外を作ることになり

ます。ですから、政府の支持によって有利に

なったり不利になったりしては、どの国の民

間企業にとっても投資のリスクが増すでしょ

う。よって一番重要な信頼性とは、中国市場

が国際ルールを守るということであると思い

ます。 

復旦Ｈ  先ほどの中国側の発言ですが、

悲観的というのは彼女の意見で、多くの中国

人は日中の関係について好意的な考え方を持

っています。日中両国の学生がここに座って

意見交換をすることは、日中両国の関係発展

を期待しているということです。ここで、中

国がＷＴＯに加盟した後のことについて意見

を述べます。中国の市場経済の加速はとても

遅かったので、ルールの整備が完全に整うこ

とも遅くなると思います。ですから、中国政

府は今、各種類のルール整備などの努力をし

ています。それは、中国がＷＴＯに加盟して

から、そのルールに従うためです。しかし、

もう一方ではＷＴＯのルールが必ずしも合理

的なものではない、と言えると思います。つ

まり、ＷＴＯのルールは先進諸国用のもので

あり、発展途上国はそれに合わせなければな

らない、ということです。これは、発展途上

国にとっては合理的なものではないと思いま

す。私自身の意見としては、世界各国の経済

協力を強化することや、世界経済を発展させ

るために、ＷＴＯのルールを変える必要もあ

ると思います。 

慶應（大崎） 中国はＷＴＯ加盟に向け、ゆっ

くりではなく早急なルール作りを行う必要が

あると思います。経済がグローバル化してい

る中で、日本や韓国といった東アジアの諸国

は競争力を高める努力を怠っていました。そ

のために、現在大きな構造改革の必要が迫ら

れています。中国は経済開放を行ってから２

０年で、上海や広州といった各地域では急速

な発展をしましたが、その結果、制度的な矛

盾が生じています。朱鎔基首相は、上海市長

時代から非常に熱心にアメリカ型の経済ルー

ルに基づく改革を行っています。中国の経済

において、経済格差などの問題は生まれまし

たが、そういった努力は評価されていいと思

います。仮に、中国があと１０年、２０年の

単位で世界の経済の流れに乗ろうとするなら

ば、日本のように改革を遅らせるべきではな

く早急に行うべきです。一時的な痛みはあり

ますが、早急な改革を行うことが、ここ１０

年で日本が得た教訓であると思います。 

復旦Ｉ  この学生の意見には同意でき

ません。中国には、独特の国情があるからで

す。中国の人口は日本の１０倍で、日本で一

人の失業者が出る場合、中国ではその１０倍

になります。中国の経済発展の最も重要な問

題は政治的安定です。もし、加速的な政策を

とれば、政府の安定も保たれないと思います。

先ほど、上海、広東などを例に挙げましたが、
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その成功も中国の中央政府と地方政府が大き

く支持した結果です。しかし、今の中央政府

に中国全土を上海のように発展させる能力は

ありません。それこそが、中国が一歩ずつ経

済成長を進めていかなければならない理由な

のです。これは、世界各国に理解していただ

きたい点です。 

慶應（真鍋） 経済の発展を、どのくらいのス

ピードで行うかというのは難しい問題です。

しかし、日本の改革について世界からよく言

われるのは、“too little, too late”ということで

す。その結果、日本の評価が下がってきてい

るのです。そのため、現在小泉内閣は、痛み

を伴う改革を進めようとしています。ここで

ぜひ中国側に質問をしたいのですが、日本の

改革について、日本国民は全体として賛成を

しています。しかし個別の問題になると、反

対する人が出て改革を遅らせています。中国

も国有企業の改革を進めるべきだとは、国民

の多くは理解していると思います。しかし、

一つ一つの問題になると反対勢力が出てくる

と思います。それなのに、一歩一歩進めてい

くという態度で、抵抗勢力を乗り切れるので

しょうか。 

復旦Ｊ  私が指摘したいのは、中国と日

本の改革は質が違うということです。中国は

改革開放制度を２０年も実施しました。しか

し、中国の経済はまだ厳しいと思います。中

国は、改革のスピードもゆっくり進める必要

があります。先ほど慶應のＡさんが、自分の

身は自分で守らなければならないと言ってい

ました。ただ、昔の中国には、道を渡るとき

にも信号すらなかったのです。ルールを作る

には時間が必要です。中国にとって、これか

らやるべきことは、市場経済に参加する人に

ルールを守ってもらうということだけです。

中国政府がＷＴＯ加盟を決定したことは、中

国中の政府にとって大きな損となっているの

です。しかし、中国全体が損を受けるという

ことで、一丸となって外国と競争するための

努力を行うということです。 

復旦Ｅ  先ほどから日本の学生が言っ

ている、日本の改革とか、日本の産業構造の

改革は、経済の改革です。中国が今、取り組

んでいる改革は政府のシステムの改革であっ

て、政治制度の改革です。だから、これらは

別々の分野での改革であって、比較できない

ものです。我々が、ＷＴＯのルールに合わせ

るということは、中国の市場を完全に開放す

ることでなく、ある部分では保護する部分も

残されているということです。日本はＷＴＯ

に加盟していますが、日本の農産物に対する

保護は世界一強い保護ではないでしょうか。

ＷＴＯ加盟しても、各国が自分の利益を確保

することが優先されます。そして、何か問題

が起こったときにＷＴＯのルールに従うとい

うことです。 

司会   午後の討論は総合ディスカッ

ションですから、今まで討論したテーマにつ

いても自分の関心のあるテーマについても、

交流することができます。明日の見学では、

上海政府が法律整備のために、一体どういう

努力しているかが実感できると思います。で

は終わります。 
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